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若
年
の
健
康
診
査
と
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
、大
腸
が
ん
検
診
は
、対
象
者
欄
を
ご
確

認
の
上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

 

若
年
の
健
康
診
査

※
受
診
券
は
発
行
し
て
い
ま
せ
ん

　

職
場
や
学
校
等
で
健
康
診
査
を
受
診
す
る
機
会

の
な
い
方
で
、次
の
方
が
対
象
の
健
康
診
査
で
す
。

対　

象　

町
内
在
住
で
16
歳
以
上
39
歳
ま
で
の
方

（
年
度
末
年
齢
）

実
施
期
間　

5
月
24
日
〜
９
月
30
日

健
診
内
容　

特
定
健
康
診
査
の
内
容
と
同
じ

持
ち
物　

健
康
保
険
証

 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

※
受
診
券
は
発
行
し
て
い
ま
せ
ん

　

職
場
や
学
校
等
で
受
診
機
会
が
な
く
、今
ま
で

に
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
で
、次
の
方
が

対
象
で
す
。

対　

象　

町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方（
年
度
末
年

齢
）

実
施
期
間　

5
月
24
日
〜
12
月
28
日

検
診
内
容　

問
診
、血
液
検
査
に
よ
る
B
型
お
よ
び

C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

持
ち
物　

健
康
保
険
証

※
39
歳
以
下
の
方
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、西
多
摩
保
健
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

大
腸
が
ん
検
診　

※
受
診
券
は
発
行
し
て
い
ま
せ
ん

　

職
場
等
で
検
診
機
会
の
な
い
方
で
、次
の
方
が

対
象
で
す
。

対　

象　

町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方（
年
度
末

年
齢
）

実
施
期
間　

5
月
24
日
〜
12
月
28
日

検
診
内
容　

問
診
、便
潜
血
検
査

持
ち
物　

健
康
保
険
証

※国の医療制度改革により問合せ部署が分かれていますので、ご注意ください。

◆特定健康診査、後期高齢者健康診査 住民課 557―7579

◆生活機能評価 高齢者福祉課 557―0609

◆若年の健康診査、生活保護者の健康診査、肝炎ウイルス検診、大腸がん検診 保健課 557―5072

◆39歳以下の肝炎ウイルス検診　　　　　　　　　　　　　　　　　 西多摩保健所 　 0428（22）6141

【問合せ先】

※
健
康
診
査
の
結
果
、治
療
が
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、健
康
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。な
お
、治
療
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、一
部
費
用

が
掛
か
り
ま
す
。

※
医
療
機
関
に
よ
り
休
診
日
等
が
異
な
り
ま
す
の

で
、受
診
の
際
に
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、「
広
報
み
ず
ほ
」6
月
号
に
差
し

込
ま
れ
る「
健
康
診
査
・
検
診
一
覧
表
」を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

町 内 指 定 医 療 機 関

新井クリニック 長岡１－５１－２ ５５７―００１８
石畑診療所 石畑２０７ ５５７―００７２
栗原医院 箱根ケ崎６１ ５５７―０１００
高沢病院 二本木７２２－１ ５５６―２３１１
高水医院 箱根ケ崎２８２ ５５７―００２８
丸野医院 長岡１－１４－９ ５５６―５２８０
みずほクリニック 長岡長谷部３１－１ ５６８―０３００
菜の花クリニック　殿ケ谷454　　　　　５５７―７９９５

医 療 機 関 所  在  地 電   話

　

次
の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
加
入
の
医
療
保
険
に
関
係
な
く
、若
年
の
健
康

診
査
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、大
腸
が
ん
検
診
は

受
診
で
き
ま
す
。

※
40
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
の
方
の
健
康
診

査
は
、5
月
下
旬
に
町
よ
り
受
診
券
を
送
付
し

ま
す
の
で
、持
参
の
上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
現
在
、入
院
中
、施
設
入
所
中
の
方
は
除
き
ま

す
）。

※
年
度
末
年
齢
と
は
、平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
23
年
３
月
31
日
の
間
に
達
す
る
年
齢
で

す
。
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「
予
防
に
勝
る
治
療
な
し
」

　

年
に
1
回
、健
康
診
査
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

 

特
定
健
康
診
査

　

生
活
習
慣
病
の
前
段
階
で
あ
る
内
臓
脂
肪

症
候
群（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）の

予
防
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査
で
す
。

対　

象　

町
内
在
住
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
40
歳
以
上
74
歳
ま
で
の
方（
年

度
末
年
齢
）

※
入
院
中
、施
設
入
所
中
の
方
は
除
き
ま
す
。

実
施
期
間　

5
月
24
日
〜
9
月
30
日

健
診
内
容　
〈
必
須
検
査
〉問
診
、身
体
計
測
、

理
学
的
検
査
、尿
検
査
、血
圧
測

定
、血
液
検
査　

な
ど

持
ち
物　

町
よ
り
送
付
さ
れ
た
特
定
健
康
診

査
の
受
診
券（
５
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
）、国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、昨
年
の
健
康
診
査
結
果
票

※
特
定
健
康
診
査
の
結
果
、生
活
習
慣
病
の
発

症
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
方
に
は
、

特
定
保
健
指
導
の
案
内
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

 

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　

生
活
習
慣
病
等
の
早
期
発
見
と
介
護
予
防

の
た
め
の
健
康
診
査
で
す
。

対　

象　

町
内
在
住
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
方

※
入
院
中
、施
設
入
所
中
の
方
は
除
き
ま
す
。

実
施
期
間　

７
月
１
日
〜
10
月
31
日

健
診
内
容　

特
定
健
康
診
査
の
内
容
と
同
じ

持
ち
物　

町
よ
り
送
付
さ
れ
た
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
の
受
診
券（
6
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
）、後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証

　

 

生
活
機
能
評
価

　

日
々
の
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
心
身

の
能
力
の
低
下
を
早
期
に
把
握
し
、介
護
が
必
要

と
な
る
状
態
を
予
防
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

対　

象　

町
内
在
住
で
平
成
22
年
3
月
31
日

現
在
65
歳
以
上
の
方

※
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
は
除
き
ま
す
。

実
施
期
間
お
よ
び
持
ち
物

①
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

実
施
期
間　

5
月
24
日
〜
12
月
28
日

　

持
ち
物　

町
よ
り
送
付
さ
れ
た
特
定
健
康
診

査
の
受
診
券
、生
活
機
能
評
価
の

受
診
券（
健
康
診
査
の
受
診
券
に

同
封
し
ま
す
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　

実
施
期
間　

７
月
１
日
〜
12
月
28
日

　

持
ち
物　

町
よ
り
送
付
さ
れ
た
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
の
受
診
券
、生
活
機
能

評
価
の
受
診
券（
健
康
診
査
の
受

診
券
に
同
封
し
ま
す
）

　

た
だ
し
、①
②
の
保
険
加
入
者
は
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
と
同
時
に
行
い
ま
す
。

③ 

①
②
以
外
の
方

　

実
施
期
間　

5
月
24
日
〜
12
月
28
日

　

持
ち
物　

町
よ
り
送
付
さ
れ
た
生
活
機
能
評

価
の
受
診
券（
７
月
上
旬
に
送
付

し
ま
す
）

　

健
診
内
容

「
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
」・・・

問
診
、身
体
計
測
、理
学
的
検
査
、血
圧
測
定

「
生
活
機
能
検
査
」・・・

生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
に
よ
り
、反
復

唾
液
嚥
下
テ
ス
ト
、心
電
図
、貧
血
検
査
、血

清
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査

※
健
康
診
査
の
結
果
に
よ
り
、介
護
予
防
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
方
に
は
、介
護
予
防
事
業

の
案
内
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

※
受
診
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

健
康
診
査
・
検
診
対
象
者

 

お
よ
び
受
診
方
法
の
お
知
ら
せ

健
康
診
査
、生
活
機
能
評
価
、

大
腸
が
ん
検
診
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診　

費
用
は
無
料

え
ん
げ

※
特
定
健
康
診
査
お
よ
び
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
を
受
診
す
る
際
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
と

大
腸
が
ん
検
診
を
同
時
に
実
施
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
と
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
以
外
の
方
の
健
康
診
査
は
、

ご
加
入
の
医
療
保
険
者（
健
保
・
国
保
組
合
・

共
済
等
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



�� �������	

��
�

������

0 10 20 30 40 50 60

生 き る 力 を 育 む 義 務 教 育 の 充 実
豊 か な 心 を 育 て る 文 化 活 動 の 推 進
図 書 館 など の 生 涯 学 習 施 設 の 整 備
家 庭 の 教 育 力 を 高 め る 条 件 の 整 備
環境、国際化等に対応できる教育の充実
ス ポ ー ツ 施 設 の 整 備
スポーツや生涯学習を通じた地域間交流の推進
歴 史 や 文 化 財 の 保 護 と 活 用
ス ポ ー ツ 活 動 の 推 進
学習成果を活かした地域づくりの推進
男女共同参画や女性問題の対応の推進
そ の 他
無 回 答

54.1％
41.0％

31.7％
21.4％
20.6％

16.4％
15.1％

12.6％
11.8％
10.3％

4.5％
1.7％
5.5％

　
「
生
き
る
力
を
育
む
義
務
教
育
の
充
実
」を
２
人
に
１
人

の
人
が
挙
げ
、特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

(%)

0 10 20 30 40 50

食 料 、水 、日用 品 など の 災 害 用 品 の 備 蓄
被害情報等の収集・伝達、町民への情報提供体制の整備
救 助・救 急 、応 急 医 療 体 制 の 強 化
ラ イフラ イ ン 施 設 の 耐 震 化 の 推 進
高齢者等の避難誘導と安全確保の体制整備
被 災 者 の 生 活 再 建 支 援 体 制 の 整 備
町 の 危 機 管 理 体 制 の 強 化
避 難 所 の 耐 震 化 の 推 進
住 宅 の 耐 震 化 の 推 進
地域防災組織や消防団の育成や活動支援
緊急輸送道路や消防活動のための防災道路の整備
ボランティア活動の推進や受入体制の整備
防 災 講 習 会 や 防 災 訓 練 の 実 施
そ の 他
無 回 答

43.9％
40.1％

35.2％
32.2％

26.7％
18.7％
16.8％
14.9％
14.1％

9.2％
6.4％
6.1％
4.7％

0.7％
3.2％

　
「
食
料
、水
、日
用
品
な
ど
の
災
害
用
品
の
備
蓄
」が
最

も
多
く
、次
い
で「
被
害
情
報
等
の
収
集
・
伝
達
、町
民
へ
の

情
報
提
供
体
制
の
整
備
」が
続
い
て
い
ま
す
。

(%) ◆
地
震
や
水
害
等
の
災
害
を
教
訓
と
し
、

　　

今
後
の
防
災
対
策
と
し
て
、
重
要
と

　　

思
わ
れ
る
も
の

◆
教
育
や
文
化
な
ど
の
振
興
に
つ
い
て
、

　　

重
要
と
思
わ
れ
る
も
の

0 10 20 30 35

既 存 の 商 店 や 商 店 街 の 振 興
情報、福祉、教育など新たな産業の誘致、育成
地域の物産や土産品などの開発・振興
農 業 の 振 興
既 存 の 企 業 （ 工 業 ） の 振 興
新たな企業用地の確保と企業の誘致
融 資 や 助 成 制 度 の 充 実
観 光 ・ レ ジ ャ ー 産 業 の 振 興
起業やコミュニティビジネス等への支援
新 規 作 物 の 導 入 に よ る 産 地 化
そ の 他
無 回 答

34.3％
33.1％
28.5％

24.4％
20.8％

19.3％
18.3％

15.4％
15.3％

9.5％
2.2％

7.4％

　

既
存
の
商
店
な
ど
の
振
興
や
物
産
な
ど
の
開
発
・
振
興

が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、新
た
な
産
業
の
誘
致

な
ど
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

(%)
◆
産
業
振
興
に
つ
い
て
、
重
要
と
思
わ

　　

れ
る
も
の
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町
民
意
識
調
査

結
果
を
報
告
し
ま
す

　

２
月
号
よ
り
、昨
年
７
月
か
ら
８
月
に
行
わ
れ
た
第
４
次
長
期
総
合
計
画
を
策
定

す
る
た
め
の
町
民
意
識
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
は
今
後
力
を
入
れ
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、す
べ
て
の
集
計
は
、複
数
回
答
形
式
の
た
め
、回
答
比
率
の
合
計
は
1
0
0
％

を
超
え
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
財
政
課　
　

5
5
7
―
7
4
6
8

その 4
最終回

　　仕事や経済的な環境づくりが上位となっています。

◆
こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
に
向
け
て
、

　　

重
要
と
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　　高齢世帯支援や在宅福祉の充実が望まれています。

　　回答は比較的分散傾向にあり、多岐にわたる施策の充実が望まれています。

女性が働きやすい労働環境の整備
子育てに伴う費用の軽減や支援の充実
多 様 な 保 育 サ ー ビ ス の 充 実
幅 広 い 歩 道 の 確 保
学校教育の推進・教育環境の充実
子 ど も の 遊 び 場 の 整 備
放 課 後 児 童 対 策 の 充 実
職 場 へ の 託 児 施 設 の 設 置 促 進
男性が育児・子育てに協力しやすい労働環境の整備
地域ぐるみの子育て支援体制の整備
母 子 保 健 医 療 体 制 の 充 実
男女がともに家事や育児に関わる意識の啓発
そ の 他
無 回 答

37.3％
35.8％

24.2％
21.8％

19.7％
16.8％
16.6％
15.8％

12.6％
10.3％
10.3％

1.9％
4.2％

32.4％

寝たきりや認知症高齢者のいる家族への援助
ひ とり 暮 らし 高 齢 者 へ の 援 助
ホームヘルパーや通所介護など在宅福祉サービスの充実
高 齢 者 の 就 業 対 策
徒歩圏内で生活できる利便性の高いまち
老 人 ホ ー ム など の 施 設 の 充 実
介護サービスに携わる人材の育成や拡大
生 涯 を 通じ た 健 康 づ くり 対 策
道路、公園、商店街等のバリアフリーの推進
高 齢 者 の た め の 住 宅 対 策
高 齢 者 の 趣 味 ・ 学 習 対 策
相 談 ・ 指 導 活 動 の 強 化
そ の 他
無 回 答

43.3％
33.6％

30.6％
29.2％

26.3％
25.8％

22.3％
19.8％

16.9％
10.0％
8.9％
8.7％

1.2％
1.7％
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緑 地 、農 地 な ど の 緑 の 保 全
自 然 エ ネ ル ギ ー の 活 用
河川や池、水路などの水質の保全
資 源 物 のリサ イクル や 再 利 用
過剰包装自粛や生ごみ処理機活用など、ごみの減量化
歩道、公園、緑地など市街地の緑化
環境学習や意識づけの継続的な実施
動植物など、自然生態系の保全
節 電 など の 省 エネルギー 活 動
有機型農業（環境保全型農業）の推進
自動車などのクリーンエネルギーへの転換
そ の 他
無 回 答

34.3％
32.8％

31.5％
30.2％

27.6％
23.0％

20.8％
18.1％
17.3％

15.2％
10.0％

1.0％
3.5％
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